
ナシ「瑞月」（系統名：愛知梨３号）のジベレリン処理効果 
～ジベレリン処理により、ナシ「瑞月」の果実は大きくなり、 

収穫時期が前進し、「幸水」に続いて出荷できます！～ 

森 敬子（農業総合試験場 企画普及部 広域指導室） 

【令和２年７月３０日掲載】 

【要約】 

 「瑞月」（系統名：愛知梨３号）は、果実の糖度が高く、酸味が少ない、８月中旬から収穫

できる早生品種である。令和元年に県内主要産地で調査した結果、ジベレリン処理により無

処理に比べて果実重は２割程重くなり、収穫時期は５～7 日程度早まり、県内では盆前後か

ら収穫できることが確認された。県内主要品種「幸水」の後に続いて出荷できる品種として

期待される。 

 

１ はじめに 

ナシ新品種「瑞月」（ずいげつ 系統名：愛知梨３号）は、８月中旬から収穫できる早生

品種で、果実の糖度が高く、酸味が少ない良食味の品種である。本品種は、愛知県農業総合

試験場が国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構と共同で開発し、令和元年 10

月１日付けで品種登録出願が公表された。 

県内で栽培面積の５割を占める主要品種の「幸水」は、ほぼ旧盆前に収穫を終える。「瑞

月」の収穫時期は「幸水」に比べ３～５日程度遅い。そこで、植物成長調節剤のジベレリン

ペーストを使用した際の熟期促進と果実品質に及ぼす影響を県内主要産地で調査し、「幸水」

とのリレー出荷が可能になるかどうかを検証した。 

 

 

 

２ 処理概要及び調査方法 

調査園①から④（表 1）のほ場において、植物成長調整剤「ジベレリンペースト」を満開

後 40 日までに果軸に塗布したジベレリン処理区（以下処理区）及び無処理区を設置した。

熟期促進効果について、ニホンナシ地色用カラーチャート値２～３を基準に収穫し、収穫

始期及び収穫盛期（50％収穫終了日）を調査した。果実品質（果実重、横径、縦径、糖度、

硬度、水浸状果実の有無）については、調査園①､③で概ねカラーチャート値が２～３に達
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した時点で収穫し、各区の果実を比較した。 
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調査園 所在地 満開日 ジベレリン処理日 満開後日数 

①  安城市 4 月 8日 5 月 17 日 39日 

②  西尾市 4 月 8日 5 月 17 日 39日 

③  豊田市 4 月 13日 5 月 16日 33日 

④  豊川市 4 月 10 日 5 月 20 日 40 日 

 

３ 結果 

（１）熟期促進効果 

調査園ごとの収穫期は表２のとおりである。処理区の収穫始期及び盛期は、調査園③

では５から６日程度、調査園④では７日程度、無処理区より早くなった。なお、調査園①

及び②では生理落果などにより無処理区の収穫期が確認できなかった。 
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調査園 区別 収穫始期 
処理・ 

無処理の差 
収穫盛期 

処理・ 

無処理の差 

① 
処理 8月 14 日 

－ 
8月 14 日 

－ 
無処理 － － 

② 
処理 8月 19日 

－ 
8月 19日 

－ 
無処理 － － 

③ 
処理 8月 16日 

6日 
8月 21 日 

5～6日 
無処理 8月 22日 8月 26～27 日 

④ 
処理 8月 13日 

7 日 
8月 16日 

７日 
無処理 8月 20 日 8月 23日 

注）一部園主の観察結果 

 

（２）果実品質 

調査園①、③の果実品質調査結果を表３に示す。処理区の果実横径は無処理より 6～

8％大きくなり、果実重は 13～23％増加した。糖度は個体差があり明確な傾向が見られな

かったが、処理区、無処理区とも 13度前後の高い値だった。処理区の果実硬度は無処理

区に比べやや低下した。水浸状果実は、両区で収穫期の後半に発生した調査園があった

が、地域によって発生が異なりジベレリン処理の影響は明確にならなかった（データ略）。 
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（３）果実肥大効果 

調査園①において、果実の肥大を６月下旬及び７月下旬に調査した結果を表４に示す。

果実の横径は、ジベレリンの処理後 34 日で 20％、処理後 73日で 16％、無処理区より大

きくなっていた。 
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４ まとめ 

「瑞月」のジベレリン処理により、熟期が５から７日程度早まり、果実重は２割程度増

加することが確認できた。果実品質については、果実硬度が低下し無処理の果実よりも

やや軟らかくなる傾向が見られた。水浸状果実の発生については、処理による影響の有

無は明確にならなかった。糖度は処理区、無処理区ともに 13度前後の高い数値であっ

た。 

ジベレリン処理の有無にかかわらず、収穫期後半に生理落果が多発した調査園があっ

た。令和元年は７月の曇雨天による日照不足の影響からか、他の品種でも生理落果が多

発した年であっが、今後も「瑞月」の生理落果が今後も多発するようであれば、落果防

止剤等での対策を検討することが必要と考えられた。 

収穫開始が最も早かった調査園④では、ジベレリン処理により収穫期が約１週間前進し、

旧盆前から収穫できた。また試験場で平成 30 年及び令和元年に行った試験では、ジベレ

リン処理により収穫ピークが９日早まったデータもあり、収穫期は地域や気象条件等によ

りさらなる前進化が期待できると考えられた。 

「瑞月」にジベレリン処理を行うことで、旧盆前後からの収穫が可能となり、県内でほぼ

旧盆前に収穫を終える「幸水」に続きリレー出荷が可能となる。 
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～農業に役立つ情報をお届けします！～ 

「ネット農業あいち」（https://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/nogyo-aichi/index.html） 


